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評価結果の総合所見 

本課題は建築外壁のタイル剥離を自動検査することを目的とした計測システムの可能性検証に対

する技術開発を行うものである。 

概ね目標を達成し、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果が得られた。イノベーション創出が期

待できる。 

エンドエフェクタへのワイヤ接合法の工夫や新しい制御方法により、目標の走行速度で目標の位置

決め誤差以下の自己位置制御を実現した。離れた位置からの水撃音響法によるタイル剥離検出では

複数の条件下で検出が難しいという問題が判明しているが、その原因は解明されており、解決出来る

目途を得ていることから、実用化研究開発に移行しうる成果が得られた。 

本技術が実用化開発を経て社会実装されれば、タイルの剥離・剥落という危険事象を抑止し、検査

を自動化するという社会的なニーズに応えられるものと期待する。 

以上 


